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 Synopsis

 The biodiversity in Beethoven's Pastoral Symphony is presented for discussion. The season of this symphony was 

inferred to be early summer, according to the song of birds (2nd  movement), and the other motives of this symphony. 

Beethoven had recognized at least three species of birds; nightingale, quails, and cuckoo, and might have had a great 

interest in many plants and animals based on the many motives of this symphony. In this symphony, especially the final 

movement, Beethoven arrived at a conclusion of coexistence of nature and humans.
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1.は じめ に

近年は 日本では里山が注 目され1)2)・3)世 界的

に も"Satoyama"と い うことばが定着 しつつあ り

ます。里山は広義には山 と周辺の田畑、民家、た

め池等 も含んだ もの として使 われ てい ますが2)、

最近は 「田園」 とい う言葉 も使われは じめていま

す。「田園」 には田畑 とか田舎 とか郊外 とかいう

意味があ り、広義の里山 とほぼ同 じ意味 と考 えら

れます。

ここで取 り上 げる 「田園」 は ドイツの作 曲家

ベー トー ヴェ ンが1808年 に作 曲(完 成)し た第

6番 目の交響 曲で、その表題 のとお りヨーロッパ

(ウ ィーン郊外)の 田園か らの印象を交響曲に し

た ものです4)。

この交響 曲は5つ の楽章か ら構成 されてお り、

それぞれにベー トーヴェン自身によって副題が付

け られています。

第1楽 章 「田園に着いたときの愉快 な気分」

第2楽 章 「小川のほとりの情景」

第3楽 章 「いなかの人々の楽 しい集い」

第4楽 章 「雷雨、嵐」

第5楽 章 「牧歌。嵐のあ との喜ば しい感謝の気

持ち」

このような構成になっているのですが、 この中

でベー トーヴェンは田園のいろいろな生 きものを

音楽で表 しているわけではあ りません。ただ、第

2楽 章の終わ りで、カ ッコウ、サ ヨナキ ドリ、 ウ

ズラの鳴 き声 を楽器で表現 していて、だれが聞い

てもそれ とわか りますが、単 なる模倣ではな く音

楽的に大変優 れた表現 になっています。

では、これ も含 めて、ベー トーヴェンはどれだ

け田園の生物多様性 に関心 を寄せ、 この 「田園」

にどのように盛 り込 まれているので しょうか。 も

ちろんこれは大変難 しい問題で、生前のベー トー

ヴェンに聞かない とわからないわけですが、それ

は不可能です。また、「田園」の中の生物多様性

を扱 った報告は見当た らないようです。

ここでは、あ くまで 「田園」の音楽か らそれを

想像す るに過 ぎないのですが、ベー トーヴェンが
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どれ ほど田園の 自然 や生物 に関心 があったかを

探 ってみたいと思います。

2.「 田園」 の季節

やは り初夏が多いようです。筆者は9月 ですが、

ハ ンガリーのブダペス トで激 しい雷雨 と強風 を体

験 したことがあ ります。 これは 日本の場合 よりも

かな り激 しいような気が しました。

ヨーロッパ にも日本 と同様、春、夏、秋、冬の

四季が あ ります5)。 この 「田園」 は どの季節 を

扱 っているので しょうか。 これまでに市販 されて

い るデ ィス ク(LPやCD)の ライナーノー ト

(ジ ャケッ トに記載 されている解説文)に は初夏

と書かれているものが多いようです。曲想からし

て も明 らかに盛夏や冬ではないようです。すでに

述べ ました ように、第2楽 章の最後 には3種 類の

小鳥の鳴 き声が模倣 されています。一般 に野鳥に

は繁殖期の さえず りと冬季 などの地鳴 きとがあ り

ます。第2楽 章の3種 類の野鳥の鳴き声 は明らか

にさえず りとわか ります。大部分の野鳥 は繁殖期

の春 か ら初夏 にさえず りますか ら、 この 「田園」

は季節的には初夏の田園を表現 していることは間

違いあ りません。

また、四季のある地域では多 くの生物 は春か ら

初夏 に活発に活動、繁殖を行います。生命が躍動

する季節です。第1楽 章、第2楽 章、第5楽 章か

らは特に、そうした生 き生 きとした生命の躍動が

強 く感 じられ ます。 これが、盛 夏や秋、冬 な ら

ば、 こうした 「田園」 にはな らなかったはず で

す。盛夏 は日本では、暑す ぎて、野鳥 もあま りさ

えず りません し、かな りの種類の昆虫は夏眠(越

夏)し ます6)・7)。ベー トーヴェ ンが作 曲活動 を

していたオース トリアでは、 日本ほどではあ りま

せんが、やは り盛夏には野鳥のさえず りは少 ない

と思われます。

第3楽 章には 「いなかの人々の楽 しい集い」 と

い うサブタイ トルが作 曲者 自身によって付 けられ

ています4)。 これは農作物 の収穫 を祝い、感謝 し

ている場面の印象 と思われます。収穫祭 というと

日本では主要作物であるイネの収穫 を中心 として

秋 に集中 しますが、 ヨーロッパでは主要作物の コ

ムギの収穫 は初夏 に行 われ ます8)。 従 って、第3

楽章 も初夏の農村 を舞台に作 曲された もの と思わ

れます。

第4楽 章は 「雷雨、嵐」ですが、ここでは生物

ではなく気象が扱われています。 ヨーロッパでは

台風の襲来はないので、 ここでの嵐 は寒冷前線の

通過 を表現 している と思われます9)。 季節 的には

3.「 田園」 にお ける生 物多様性

「田園」交響 曲は初夏の田園の印象 を音楽 にし

た もの とします と、季節的にも生物の種類はかな

り多様 と考えられます。ベー トー ヴェンが どれほ

ど生物の種類 を知 っていたかは、不明ですが、第

2楽 章の小鳥のさえず りの表現 で聴 くように、少

なくともカッコウ、サヨナキ ドリ、ウズラの3種

類 を識別 していた こ とは間違いあ りませ ん。 ま

た、散歩 中にホオジロについて弟子 に尋ねている

とも記 されてい ます10)。 しか も、 この曲が作 ら

れた時にはすでに聴覚 を殆 ど失っていたので、以

前に聴いた小鳥のさえず りを音符に した ものと思

われます し、心で聴いた とも言 われています。そ

れ に して も、驚 くべ きメロデ ィーになってい ま

す。 もし、風景だけの印象で、生 きものに無関心

だったら、こうした曲にはなっていな く、 もっと

平板 な曲になっていたと思 われます。

以下、各楽章について、自然や生物多様性の観

点から鑑賞 してみたいと思い ます。なお、本文で

登場す る曲の部分 は楽譜(総 譜)11)の 各楽章の小

節 数 と代 表 的なCD21)の 演奏 時 間(例 えばCD

I二 〇4'05"～05'34"は 第1楽 章の4分5秒 か ら5

分34秒 の部分)で 示 しました。

1)第1楽 章 「田園に着いたときの愉快な気分」

曲は初夏の田園の さわやかな気分で開始 され ま

す。畑や牧草地、丘陵地 といった田園の風景が 自

然 と私たちの周 りを包 んで くれます。 しか し、 こ

うした田園の風景 だけで したらかな り平板な曲想

になっていたか もしれませ ん。具体的には示 され

ていませ んが、ベー トーヴェンが田園に生活する

いろいろな生物に対 して、鋭 く観察 してそれ らを

この第1楽 章 にいろいろな形で登場 させていると

い う耳で聞 くと、そのように聞こえて くるはずで

す(例 えば、124～134小 節(CDI:02'22"～

02'35"、04'55"～05'08")、175～186小 節(CD

I:05'51"～05'56")、221～232小 節(CDI:

06'42"～06'47")、187～197小 節(CDI:06'

05"～06'09")、237～239小 節(CDI:06'54"

～06'59")) 。それ は小鳥や草花 であった りする
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よ うで す 。

そ う して 、 こ う した 田 園 の 風 景 や 生 き もの た ち

が 、 ベ ー トー ヴ ェ ン を 楽 しい 気 分 に した こ と は 間

違 い あ り ませ ん 。 い た る と こ ろ に 、 こ う した 田 園

の 生 き もの た ち に 対 す る ベ ー トー ヴ ェ ンの い つ く

しみ が 感 じ られ ま す 。(例 え ば 、67～74小 節(CD

I:Ol'19"～Ol'27"、03'54"～04'02")、341～

348小 節(CDI:08'59"～09'07"))。

単 な る 田 園 の 描 写 で した ら 、 決 して こ う した 曲

想 に は な ら な か っ た と思 わ れ ます 。

2)第2楽 章 「小 川 の ほ と りの 情 景 」

第1楽 章 と は異 な り、 か な り ゆ っ く り と した テ

ン ポ で 曲 は 流 れ て い き ます 。 田 園 の 中 を 流 れ る小

川 の ほ と りに 立 ち 止 ま っ て 、 あ る い は散 歩 し な が

ら小 川 の 流 れ 、 そ う して そ の ほ と りの 情 景 、 い ろ

い ろ な生 き もの の 生 活 の 様 子 が 見 事 に音 楽 に 生 か

さ れ て い ま す(例 え ば 、47～49小 節(CDH:

02'45"～03'24")、58～66、 小 節(CDI:06'05"

～06'17"))○

曲 は終 始 、 さ ら さ ら と流 れ る 小 川 の 情 景 を 表 現

し、 決 し て 滞 る こ と は あ り ま せ ん 。 こ こ で も、

ベ ー トー ヴ ェ ン は い ろ い ろ な生 き もの に 関 す る生

態 さ え も表 現 して い る よ うで す 。

そ して 、 こ の 楽 章 の 最 後 は 、3種 類 の 野 鳥 の さ

えず りが 音 楽 に 表 現 さ れ て い ます(129～136小

節(CDL12'50"～13'06"))。 す で に 述 べ ま し

た よ う に そ れ ら は 、 サ ヨナ キ ド リ(Nachtigal1)、

ウ ズ ラ(Wachte1)、 カ ッ コ ウ(Kuckuck)で 、

い ず れ も ヨ ー ロ ッパ で は夏 鳥 で 、 初 夏 に 美 しい 声

で さ え ず りま す12)・13)。 この 田 園 を作 曲 した 時 に

は ベ ー トー ヴ ェ ン はす で に 聴 覚 を 失 い 、 鳥 の 鳴 き

声 も殆 ど聞 こ え な か っ た と言 わ れ て い ま す(例 え

ば 、 近 衛10))。 以 前 の 耳 が 聞 こ え た 時 の 記 憶 で 、

作 曲 した に ち が い な い の で す が 、 各 野 鳥 の さ えず

り を 見 事 に 音 楽 に し て い ま す 。 少 な く と もベ ー

トー ヴ ェ ンは こ れ ら3種 類 の 野 鳥 を は っ き り と識 別

す る 能 力 を持 っ て い た こ と は確 か で す し(楽 譜ll)

に も こ れ ら の3種 類 の 野 鳥 の 名 前 が 指 定 さ れ て い

ま す)、 こ れ か ら推 察 し ま す と、 他 の 野 鳥 に も か

な り関 心 を示 し、 識 別 で きた の か も しれ ませ ん 。

サ ヨ ナ キ ド リ は 日本 で は夜 鶯(ヨ ル ウ グ イ ス)

な ど と も訳 され て い ます 。 ッ グ ミ科 の 野 鳥 で は な

く、 ヒ タ キ 科 で 、 コ マ ドリ に近 い 野 鳥 で す13)・14)。

ヨ ー ロ ッパ で は夏 鳥 で 、 特 に夕 刻 や 朝 方 に美 しい

声 で さ え ず り ます 。

ウズラは 日本では、各地 に生息 していますが、

個体数は少な く15)、レッドリス ト種 に選定 され

てい る地域 もあ ります。里 山地域 に生 息 します

が、ヨーロッパではその声の美 しさか らよ く飼養

されていたようです。

カ ッコウは日本で も夏鳥で、そのさえず りは誰

で も知 っている有名な野鳥です13)・15)。ただ、生

息環境は里山よりは奥 山になるようです。盛夏に

はさえず らな くな り、繁殖 を終え、秋 にはまた、

南方に戻 ってきます。

ベー トーヴェンが これ らの野鳥のさえず りを第

1楽 章ではな く、第2楽 章 に入れた理由ははっき

りしませ んが、ゆった りとし小川の情景 にこれ ら

の野鳥のさえず りがふ さわ しく、 また、テンポや

メロデ ィーも同調 しているようです。

3)第3楽 章 「いなかの人々の楽 しい集 い」

この楽章は、前の2つ の楽章 と違 って、 自然な

い しは生物その ものではな く、田園の人々の生活

を音楽に してい ます。 ヨーロッパの主要 な作物で

あ るムギ類8)の 収穫 を祝 うような、つ ま り収穫

祭のような音楽です。

広い意味で里山は畑や水 田、牧草地 を含み、農

作物 も生物ですから、それ らも生物多様性の恵み

と考 えることがで きます。この楽章はそうした栽

培植物や家畜等に対す る収穫の喜び と感謝の気持

ちを音楽 にしているようです。日本の神楽 を連想

する ようなメロディー もあ ります(165～180小

節(CD皿:01'50"～02'06"、04'26"～04'42"))Q

ベー トーヴェンは人々 も自然の一員 として考えて

いたようです。

4)第4楽 章 「雷雨、嵐」

第3楽 章の楽 しい集い中に突然、雷、嵐が襲っ

て きた様子の音楽です。 ヨーロッパでは台風 は襲

来することはないですか ら、 ここでの嵐 は、前に

述べ ました ように、寒冷前線の通過に伴 う、雷雨

や強風 を意味 しているようです。

ベー トーヴェンが生 きていた時代 には、 まだ天

気予報は発達 してお らず、観天望気 といって、一

地点の天気の変化か ら、予測 していたに過 ぎませ

ん。従 って、前線 の通過 も前 もって予測 で きな

かったわけで、突然の襲来 に人々はかな り驚 き、

自然への恐怖 を抱いたことと思 われます。

自然は野鳥や草花のように人々を楽 しませ、い

や して くれる効果のある反面、人々の生活 を脅か

す面 も持 っていることを、ベー トーヴェンは訴え
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ているようです。

今 日では天気予報 の当たる確率 は格段 に向上

し、不意 に台風 や前線の襲来に見舞われることは

なくな りましたが、昔 はいつ襲 って くるかわか ら

ないこうした自然現象 に対 してベー トーヴェンは

喚起 を促 していたようです。現在で も地震の予知

は困難です し、台風 や前線の襲来は予測で きて も

それらをコントロールすることはできません。

一方、植物の繁茂や害虫の発生はある程度予測

はつ きますが、天気予報に比べてまだかなり精度

は低い ようです。 しか し、それらはある程度制御

で きます。残念なが ら多 くの場合、生態系 にかな

りの影響 を与 えるような化学的農薬等の力を借 り

てですが。

この楽章では、ベー トーヴェンは、 自然の脅威

に対する人間の非力、ひいては自然の偉大 さを表

現 してい るようで もあ ります。 この 「嵐の楽章」

を第2楽 章の後ではな く第3楽 章の後に続けて演

奏す るように してあるの も、 このことを裏付けて

いるような気が してな りません。

5)第5楽 章 「牧歌。嵐のあ との喜ば しい感 謝の

気持ち」

第4楽 章のあ とを受 けて、嵐(寒 冷前線)の

去 った、無事 と喜び を表 した楽章です。 しか し、

ここではベー トーヴェンはさらに自然 と人 との調

和 と自然 に対する感謝の気持ちを強 く表現 してい

るようです(例 えば、52～60小 節、(CDV:03'

32"～04'11"))。 この楽章だけは、自然 の具体 的

な情景や生 きものの多様性が感 じられ ません。む

しろ人間(時 にベー トーヴェン自身)の かな り精

神 的な面が音楽に表現 されているようです。自然

と人間の調和 ない しは共生が これほど感 じられる

音楽は現在 でもない ように思われます。ベー トー

ヴェンは今 から200年 も前 に、こうしたテーマを

考 えていた様子が、 この音楽 か らはっ きりと伝

わって きます。

ベー トーヴェンはカ トリック教徒 と言われてい

ますが16)、 いろいろな自然、生 きものに対 して

神 の存在 を意識 して、それらに対す る感謝の念を

抱 いていた ようです(例 えば、9～44小 節、(CD

V:00'18"～Ol'58"))。 これは、大 木 な どを神

木 とするような日本の神に対す る意識 と通 じると

ころがあるようで、大変興味深いことと思われ ま

す。

こうした神 と人間に対す る尊敬の念をベー トー

ヴェンは交響 曲第9番(合 唱)の 、特に第4楽 章

で表現 していますが、そ こでは管弦楽の他にさら

に声楽 も用いています。「田園」の第5楽 章には、

声楽 は用いてい ませんが、交響 曲第9番 の第4楽

章 に匹敵す るような表現力 を持 っている ようで

す。 その点、声楽 を用いた第9交 響 曲 よりも上

回っているように私には感 じられ ます。単なる田

園の表現で はな く、ベー トー ヴェンはこの 「田

園」の第5楽 章で、かなり精神的な高揚 をみせて

いるように思われます。ベー トー ヴェンだか らこ

そ到 達 で きた一 つの偉 大 な 自然 観 と思 われ ま

す16)。

4.現 地 を訪ね て

筆者はこれまでに、国際学会の参加や個人的な

旅行 で ヨー ロッパ を8回 訪れています。その際、

で きるだけ現地の田園風景 にひた り、その特色に

注 目してきました。

特色 として、広 々とした大地がゆるやかな起伏

を伴 って広がってお り、そこには牧草や トウモロ

コシなどが栽培 されているといった景観が多い よ

うです。この緑色の草原的景観の中に赤や白、黄

色などの民家が点在 し、 まさに田園風景 といった

感 じです。 日本の本州の ような、田畑のか らす ぐ

里山となっている風景 はあま り見 られ ませんで し

た。一方、スイスの ように牧草地 を背景 にアルプ

スがそびえ立 っている光景 も、田園という印象 を

与えます。

2010年 にはベー トーヴェ ンが 中心的 に作 曲活

動 を行ったウィーンに行 くことができました。

8月29日 か ら9月1日 までの短い間で したが、

ベー トーヴェンゆか りの場所を訪れることがで き

ました(図 版1一 図版4)。

ベー トー ヴェンが よく散歩 し、「田園」交響 曲

を作 曲したハ イリゲ ンシュタッ トに行 き、その丘

に登 りま したが、当時(1808年 ころ)と 同様、

ブ ドウ畑 も見 られ、眼下には美 しい田園都市が広

がっていました。第2楽 章 を作 曲したと言われて

い る17)・18)・19)、ベー トーヴェ ンの散歩道 の小川

にも行ってみましたが、周 りは高木が茂 り、近 く

まで住宅が建 ち、当時の面影はほとんど残 されて

いない ようです。恐 らく、ベー トーヴェンは、牧

草地の問を流れる、明るい小川 とそのほ とりの光

景の印象 を曲にしたにちがいあ りません。 もちろ
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ん、ベー トーヴェンが散歩 したのは、ここだけで

はな く、かな り広い範囲の田園地帯 を歩いていた

よ うに思 われ ます20)。 今 回、 ハ イ リゲ ンシュ

タットでは、ブナの類やフウロソウなどの野草 も

た くさん確認で きましたが、散歩好 きのベー トー

ヴェンはきっと、 こ うした木 々や草花 に も注 目

し、その多様性 や美 しさに心 を癒 されていたと思

われます。

ハ イリゲ ンシュタッ トでは、ベー トーヴェンゆ

か りの住居 や銅像 も訪れることがで き、人一倍、

自然 を愛 したこの作 曲家の一面 に触れることがで

きたような気が して感慨深い ものがあ りました。

5.お わ り に

私たち研究者は、里 山や生 きものを研究す る場

合、その研究対象 をじっくり観察 し、場合により

い ろい ろ測定、観測 してデー タを収集 して、分

析、考察 して論文 に仕上げます。ベー トーヴェン

はその鋭い 自然観察力 と洞察、そ して 自然への思

いや りで、生 きものや自然 を見つめているようで

す。そ して、第5楽 章では自然 と人間の調和 とい

う一つの結論 に到達 した と考 えられ ます。 この

「田園」 は音符で書いた生物多様性や 自然 に関す

る論文 と言えると思います。生物多様性が注 目さ

れてい る今 日、200年 も前 にこうした曲が作 られ

たことは、本当に驚異的で、 また尊敬の念を強 く

抱 くものです。

6.要 約

ベー トーヴェン作 曲交響 曲第6番 「田園」 にお

ける生物多様 性について、考察 した。初めに 「田

園」の季節について考察 してみたが、 よく言われ

ていように、初夏の情景 と考えられた。ベー トー

ヴェンは少な くともサ ヨナキ ドリ(ナ イチ ンゲー

ル)、 ウズ ラ、 カッコウ、の3種 類の野鳥 を識 別

で き、これ以外 にホオジロにも関心があったと思

われる。その他に も、 曲想か らして、いろいろな

生物 をこの曲に取 り入れていたと思われ、それ ら

に対する、いつ くしみの感情 も強かったと思 われ

た。第5楽 章では、 自然 と人間の調和 とい う結論

に達 していたように推察 された。
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